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般人口の 70 から 80 倍とされる。組織型は B 細胞性非
ホジキンリンパ腫が殆どで、indolent lymphoma の
MALT リンパ腫と aggressive lymphoma の diffuse










































a：2016 年初回検査時 サイズ⚙×4 mm
b：2017 年⚑月 サイズ 12×8 mm増大
c：2017 年⚖月 サイズ⚗×4 mm縮小
図⚒ 超音波検査所見
左葉経時的変化（分節し縮小、融合し増大）
a：2016 年初回検査時 サイズ 19×6 mm
b：2017 年⚑月 サイズ 12×9 mm、12×7 mm 縮小
し⚒個に分節された様な印象に変化




































（＋）、Ki-67 index は 80％を示し（図 5c）DLBCL と確定
診断された。病期分類（Ann Arbor 分類）stage Ⅰ。
DLBCL 国際予後因子（Rivesed international prognostic




















































































表 1 2010 年から 2017 年迄当院にて超音波検査で第一に悪性リンパ腫を疑った⚕症例
性別、年齢 可溶性 IL-2R 超音波所見 診断結果
2011 年⚓月
男性 81 歳
















































病期分類は Ann Arbor 分類により、予後因子は
DLBCL 国際予後因子（R-IPI）に基づき治療方針を決定
する10)。甲状腺原発悪性リンパ腫の殆どが CD20 陽性で
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